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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 37,660 14.1 3,238 231.8 3,576 150.1 2,574 169.3

2024年３月期中間期 33,010 15.4 976 29.6 1,430 24.4 956 26.7

（注）包括利益 2025年３月期中間期 1,340百万円 （△49.5％） 2024年３月期中間期 2,653百万円（264.5％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 114.63 114.15

2024年３月期中間期 41.84 41.67

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期中間期 88,043 69,628 77.7 3,070.14

2024年３月期 98,226 69,914 70.0 3,056.74

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 68,439百万円 2024年３月期 68,771百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 43.00 － 43.00 86.00

2025年３月期 － 44.00

2025年３月期（予想） － 44.00 88.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 91,000 8.6 5,900 2.8 6,600 2.4 4,600 △4.2 204.46

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 23,756,321株 2024年３月期 23,756,321株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 1,464,360株 2024年３月期 1,258,110株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 22,461,123株 2024年３月期中間期 22,852,912株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境や企業収益が改善する下で、各種政策の効果もあ

り、総じて緩やかに回復しております。

建設業界におきましては、政府建設投資は堅調に推移しており、民間建設投資は堅調な企業収益等を背景に増加

基調で推移することが期待されております。

このような状況のもと、当社グループでは、「第８次中期経営計画」に基づき、データセンターソリューション

の推進、エリア特性に応じた受注活動、脱炭素化・省エネに着目した事業展開等に取り組んでまいりました。

従業員エンゲージメント向上を実現するための社内環境整備や賃上げおよび初任給引上げの実施、時間外上限規

制への対応、「第８次中期経営計画」の基本方針に基づく施策推進のための機構改革等にも努めてまいりました。

以上のような取り組みの結果、受注高につきましては、手持ち工事の水準や工事施工能力を見極めつつ戦略的に

取り組んだことから、305億77百万円（前年同期比39.8％減）となりました。

売上高につきましては、前期からの豊富な繰越工事が順調に進捗し、376億60百万円（前年同期比14.1％増）とな

りました。

利益につきましては、受注時利益が改善していることに加え、上半期に完工した工事の採算が向上したため利益

率が改善し、売上総利益73億15百万円（前年同期比48.8％増）、営業利益32億38百万円（前年同期比231.8％増）、

経常利益は35億76百万円（前年同期比150.1％増）となりました。親会社株主に帰属する中間純利益は25億74百万円

（前年同期比169.3％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

当中間連結会計期間末の総資産は、前年度末と比較して101億82百万円減少し、880億43百万円となりました。

資産減少の主な要因は、現金及び預金が29億81百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金等が工事代

金の回収により129億36百万円減少したためであります。

（負債）

当中間連結会計期間末の負債総額は、前年度末と比較して98億96百万円減少し、184億15百万円となりました。

負債減少の主な要因は、支払手形・工事未払金等が取引先への支払い等により66億87百万円、未払法人税等が確

定申告に基づく納付等により9億60百万円、それぞれ減少したことによるものであります。

（純資産）

当中間連結会計期間末の純資産は、自己株式の取得7億82百万円、配当金の支払い9億73百万円の減少があったも

のの、親会社株主に帰属する中間純利益25億74百万円を計上したことなどにより、696億28百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2024年５月14日に公表した予想以降は変更ありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,956 26,938

受取手形・完成工事未収入金等 37,267 24,331

有価証券 7,999 6,992

未成工事支出金等 1,525 1,896

その他 357 1,694

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 71,105 61,851

固定資産

有形固定資産 814 835

無形固定資産 259 241

投資その他の資産

投資有価証券 20,917 19,984

その他 5,186 5,181

貸倒引当金 △58 △50

投資その他の資産合計 26,045 25,115

固定資産合計 27,120 26,192

資産合計 98,226 88,043

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 16,269 9,582

未払法人税等 1,466 505

未成工事受入金 1,401 1,308

賞与引当金 2,878 794

完成工事補償引当金 147 157

工事損失引当金 280 178

その他 3,190 3,045

流動負債合計 25,634 15,572

固定負債

退職給付に係る負債 960 890

その他 1,716 1,951

固定負債合計 2,677 2,842

負債合計 28,311 18,415

純資産の部

株主資本

資本金 5,753 5,753

資本剰余金 6,140 6,140

利益剰余金 51,516 53,112

自己株式 △2,614 △3,292

株主資本合計 60,795 61,714

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,350 7,039

退職給付に係る調整累計額 △374 △313

その他の包括利益累計額合計 7,975 6,725

新株予約権 146 177

非支配株主持分 996 1,011

純資産合計 69,914 69,628

負債純資産合計 98,226 88,043
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 33,010 37,660

売上原価 28,095 30,344

売上総利益 4,915 7,315

販売費及び一般管理費 3,939 4,077

営業利益 976 3,238

営業外収益

受取利息 18 24

受取配当金 227 228

匿名組合投資利益 173 34

受取保険金 10 －

その他 26 53

営業外収益合計 456 340

営業外費用

その他 2 2

営業外費用合計 2 2

経常利益 1,430 3,576

特別利益

投資有価証券売却益 － 201

貸倒引当金戻入額 10 －

特別利益合計 10 201

税金等調整前中間純利益 1,440 3,778

法人税、住民税及び事業税 40 424

法人税等調整額 426 756

法人税等合計 467 1,181

中間純利益 972 2,597

非支配株主に帰属する中間純利益 16 22

親会社株主に帰属する中間純利益 956 2,574

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 972 2,597

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,633 △1,317

退職給付に係る調整額 47 60

その他の包括利益合計 1,680 △1,257

中間包括利益 2,653 1,340

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 2,639 1,324

非支配株主に係る中間包括利益 14 15

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後

の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の

中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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